
令和６年８月臨時教育委員会会議録

１ 日 時 令和６年８月２１日（水）１０時

２ 場 所 別館３階 特別会議室

３ 出席者 教育長 蔵元洋一

教育委員 衛藤修身、八木秀和、太田かおり

４ 欠席者 なし

５ 事務局 教育部長 清水秀一

教育総務課長 山口研治

学校教育課長 船元幸徳

指導室長 靍 浩二

生涯学習課長 深川英明

教育総務課課長補佐 近野久幸

学校教育課課長補佐 掛橋賢議

生涯学習課課長補佐 大畑祐一郎

教育総務課教育総務係長 秦 薫

６ 傍聴人 １人

７ 議事日程 別紙のとおり

８ 議事次第 別紙のとおり



定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程

令和６年８月２１日(水)１０時００分

１ 議決事項

第２５号議案

令和６年度中間市一般会計補正予算（第３号）要求について
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［開会時刻：１０時００分］

蔵元教育長

山口教育総務

課長

定刻となりましたので、令和６年８月臨時教育委員会を開催いたします。

それでは、レジュメに沿って進めさせていただきます。議決事項でございま

す。第２５号議案令和６年度中間市一般会計補正予算（第３号）要求につい

て、各課から説明をお願いします。

第２５号議案令和６年度中間市一般会計補正予算（第３号）要求について、ご

説明いたします。令和６年９月議会に、令和６年度中間市一般会計補正予算

（第３号）を計上しますので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条の規定に基づき委員会の意見を求めるものでございます。

後ほど、各課から補正予算の詳細につきまして、ご説明させていただきます

が、今回は、教育総務課、学校教育課、生涯学習課の３課すべてにおいて、補

正予算を計上しております。

金額としましては、歳入は生涯学習課１，６００万円です。歳出は教育総務課

１，５１１万６千円、学校教育課▲３７３万４千円、生涯学習課

４，８６０万８千円の３課合計しまして５，９９９万円でございます。

内容につきましては、担当課からそれぞれご説明いたします。

それでは、まず、教育総務課が所管する予算要求の内容につきまして、ご説明

します。今回の補正予算は、令和６年３月定例市議会におきまして、「学校給

食の無償化継続を求める請願書」が全会一致で可決されたこと、そして、未だ、

生活必需品を中心に物価の高騰が続く中、未来を担う子供たちの学校生活が

豊かなものとなるよう、保護者の経済的負担を少しでも軽減するため、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、２学期以降の８月から３月ま

での８か月分の学校給食費について、令和４年度給食費改定時の値上げ部分

を補助するものであります。補正予算の計上に当たりましては、市との協議の

結果、市全体の施策の総合的なバランスを考慮し、２学期以降の８か月分につ

いて、令和４年度給食費改定時の値上げ部分を補助することとなりました。

では、歳出でございます。１０款１項４目学校給食費緊急支援事業に要する経

費１８節学校給食費緊急支援事業補助金として、補正額１，５１１万６千円で

ございます。これは、８月から３月までの期間に小学生は１２４回分、中学生

は１２７回分の令和４年度給食費改定時の値上げ部分であります１食当たり

小学生は４０円、中学生は５０円を補助するものです。１人当たりでは、小学

生は４，９６０円、中学生は６，３５０円の補助となります。以上、教育総務

課の歳出補正予算額は、１，５１１万６千円でございます。説明は以上でござ

います。
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船元学校教育

課長

深川生涯学習

課長

続きまして、令和６年度中間市一般会計補正予算（第３号）のうち、学校教育

課所管分について、ご説明します。

今回の補正は、只今、説明がありましたが、教育総務課において、令和４年度

の給食費値上げ分を補助する学校給食費緊急支援事業を実施することに伴

い、当課所管の就学援助費の当該部分を減額するものでございます。

歳入はありませんので、歳出のみとなります。１０款２項小学校費２目教育振

興費小学校要保護・準要保護に要する経費１９節扶助費、対象者４２０人、事

業実施予定の２学期からの実食数１２４回、１食あたり４０円で計算しまし

て、２０８万３千円の減額でございます。

次に、１０款３項中学校費２目教育振興費中学校要保護・準要保護に要する経

費１９節扶助費、対象者２６０人、事業実施予定の２学期からの実食数１２７

回、１食あたり５０円で計算しまして、１６５万１千円の減額でございます。

以上、歳出の合計は３７３万４千円の減額でございます。学校教育課の説明は

以上でございます。

続きまして、生涯学習課所管分につきまして、ご説明いたします。

歳入につきまして、２０款諸収入３項３目９節雑入の補正額１，６００万円で

す。これは、中間仰木彬記念球場グラウンド改修工事に伴う独立行政法人日本

スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金でございます。以上、歳入の

補正予算の総額は１，６００万円でございます。

次に、歳出でございます。１０款５項１目保健体育総務費１４節工事請負費補

正額４，８６０万８千円の内、中間仰木彬記念球場グラウンド改修工事に要す

る経費といたしまして、補正額１，６００万円です。これは、球場のグラウン

ドコンディションの悪化により、プレーをする上で利用者の怪我に繋がりか

ねない状況であるため、利用者が安全にプレーでるように、内野、外野ともに

に土のグラウンドへ改修工事を行うものでございます。工事の内容につきま

しては、３月議会で議決をいただきました予算額６，０２６万７千円におきま

して、現在、外野部分の改修工事に着手しているところでございます。今後、

残りの内野部分におきまして、黒土混合土整備などによる追加改修工事費用

を計上いたしております。なお、財源といたしましては、歳入において、ご説

明いたしました、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興く

じの助成金１，６００万円を充当する予定としております。

同じく、中間仰木彬記念球場ラバーフェンス改修工事に要する経費といたし

まして、補正額２，７６４万３千円です。これは、長年にわたる風雨や日光に

さらされたラバーフェンス部分が、経年劣化により衝撃クッション性の低下
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蔵元教育長

衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

やラバー接合部の剥がれなどにより、利用者がプレーをする上で支障をきた

す恐れがあることから、早急に対応する必要があるものでございます。多くの

方々がプレーする球場におきましては、安全性が第一に優先されますことか

ら、先ほどご説明いたしました、グラウンド改修工事期間に合わせ、ラバーフ

ェンスの改修工事を行うものでございます。工事内容といたしましては、内野

部分のラバーフェンスにおきまして、素材の改善を行い、全面張り替えの費

用、また外野部分におきましては、現段階での衝撃クッション性の安全性が確

保されたことにより、ラバー部分の接合部の剥がれの再接着及び高圧洗浄を

行う既存のラバーフェンスの一部補修の費用を計上いたしております。

同じく、中間仰木彬記念球場トイレ動線改修工事に要する経費といたしまし

て、補正額４９６万５千円です。これは、現在、球場トイレが球場の入り口付

近に設置されておりまして、同時に都市公園内のトイレとしても併用されて

おります。そのため、球場利用者が試合中や練習中にグラウンド内からトイレ

に行く場合の経路は、バックネット横の大きなラバーフェンス扉を開閉して

階段を上がり、観客席スタンドを通って、たどり着く状況でございますので、

以前からトイレについての改善要望は耳にしておりました。また、本年度に中

間市スポーツ協会が球場利用者アンケートを実施しましたところ、トイレ利

用の不便さを課題、問題点に挙げている意見が散見されておりましたので、こ

のような問題点を改善するために、先ほどご説明いたしました改修工事期間

に合わせて、球場トイレの動線改修工事を行うものでございます。工事内容と

いたしましては、１塁側ベンチ横のラバーフェンスに出入り口を設け、階段を

設置することでトイレまでの動線を最短距離で確保し、その動線上及びトイ

レ内をスパイクシューズで滑らない対策として、ラバーマットの敷設費用を

計上いたしております。以上、歳出の補正予算の総額は４，８６０万８千円で

ございます。生涯学習課所管分の説明は以上でございます。

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教育委

員。

定例教育委員会の中で当初予算の意見を求められたときに生涯学習課の予算

でグラウンド改修費に８，０２６万７千円の予算が計上されていたと思いま

す。それが、６，０２６万７千円になったということですが、どういう理由

でそうなったのか教えてください。

３月議会におきまして、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ

振興くじ助成金につきましては、確定されたものではなく、助成金が出ない
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衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

可能性もあるということで、市の負担額の予算範囲内で改修工事をすべきと

いう意見が出されまして、２，０００万円の減額修正がされて６，０２６万

７千円が令和６年度の当初予算とされました。

わかりました。続きまして、２，０００万の助成金を予定していたわけです

が、実際は１，６００万となっています。定例教育委員会で当初予算とし

て、中間仰木彬記念球場グラウンド改修工事で８，０２６万７千円の予算を

計上していました。今回は、他に２件ついていますが、これは最初からこの

ような予算がいるということがわかっていなかったのか、途中で改めて、予

算計上せざるをえなくなったのか教えてください。

当初は、グラウンド改修のみでございました。ラバーフェンスやスコアボー

ド、照明など様々な補修の問題点がありますが、今回は、早急にラバーフェ

ンスの修繕が必要だということで今回の補正にあげさせていただきました。

それに伴いまして、利用者アンケートや利用者の声を聞いたところで、トイ

レの動線改修工事を一緒にあげさせていただいております。

当初予算の８，０２６万７千円から考えますと、グラウンド改修工事だけで

８，０００万円ということは、全部土を入れ替えるということだと思います。

ということは、全部の土を入れ替えなければいけないほど土が痛んでいた状

況だったと考えます。今回はグラウンド改修費が１，６００万円と約１／５に

なっていますが、それで全て改修できるのか、また１，６００万円の予算で改

修して、何年使用できるのか教えてください。

令和６年度の当初予算としましては、６，０２６万７千円でございます。現

在これにつきまして、土の入れ替えを伴う外野の改修部分の工事の入札を行

いまして、約５，２００万円で落札されております。残りの約８００万円の

入札残額と今回の１，６００万円を足しました約２，４００万円で残りの内

野の改修工事を予定しております。

それは、土の入れ替えも全部含めているのでしょうか。

はい、そうです。内外野の土の入替工事も含めたものです。耐久年数につい

ては、日頃の整備管理も重要であり、予算を伴うこととなりますが、維持管

理を専門業者に委託することで、耐久年数は大幅に変化すると考えられま

す。外野については、２年に１回程度、真砂土に水溶性団粒化剤を散布し、
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衛藤教育委員

蔵元教育長

衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

蔵元教育長

土粒子をイオン化結合することにより、高い排水性と保水性の団粒構造を形

成することで、土壌の流失を防ぎ、内野部分につきましては、重機を使用し

た土の補充や整地メンテナンスを行えば、長期間においてグラウンドの状態

を保つことができると考えられます。

４、５年前までは高校野球の試合で中間仰木彬記念球場が使われていまし

た。これは高野連が決めることですが、中間仰木彬記念球場で高校野球の試

合をすることが無理だと判断したのではないかと思っております。今回、中

間仰木彬記念球場の改修等をしていただき、再び高校野球の試合で使用して

もらえるようになれば、市民にとっても、市内で高校野球を観れると、大変

喜ばれることだと思います。

市民球場につきましては、前回、大規模な改修を行ったのは平成２３年で、

１３年経っています。本来、改修後にしっかりとしたメンテナンスをしてお

けば、長く良好な状態を保てていたと思います。また、８，０２６万７千円

から２，０００万円が減額されて、今回１，６００万円の予算計上され、当

初あがっていなかったラバーフェンス等があがっています。フェンスや内野

席のベンチや照明などを一度に改修することは無理なので、５年程度の改修

計画を作成した経緯があります。今回につきましては、利用者であるプレー

ヤーが安全に使用することができない状況であったことから、前倒しで教育

委員会が交渉してきた結果ということでございます。

ありがとうございます。最後に、数年前に市民球場のトイレの改修工事をさ

れたと思いますが、その時に導線まで考えて工事をされなかったのでしょう

か。

トイレの位置が、球場の入り口にあり、かなり距離があるということが第一

にあります。トイレの設置についても、ベンチの横なり、本部席の横なりに

作れないかと議論はいたしましたが、排水の勾配の関係などで、なかなか難

しいという現状でございました。

本来、このトイレは垣生公園のトイレとして設置されまして、大規模なトイ

レ改修工事の時に動線工事も議論され尽くしておけば良かったのですが、ど

うしても垣生公園の利用者が使用されるトイレということがメインであった

ため、このような結果となってしまいました。球場を利用される方がかなり

不便ということで、今回は財政課と交渉を重ね、せめて中から行けるような




